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2 �遺言書の記載例②�
～登記情報や通帳のコピーを財産目録として添付する場合～

記載例②は自書によらない財産目録を添付して作成した遺言書になります。

自書によらない財産目録に関する要件と注意事項を確認しましょう。

財産の特定
財産目録を添付して遺
言 書を 作成 する場合
は，別紙１，別紙２な
どと記載して財産を特
定しましょう。

人物の特定
氏名のほか，生年月日，
肩書き，住所等のいず
れかで人物の特定がで
きる ように 記 載しま
しょう。

付 言 事 項 がある場合
は，本文に自書します。
財産目録に記載しない
ように注意しましょう。

遺言者の住所や生年月
日は，必須の記載事項
ではありませんが，記
載した場合でも削除す
る必要はありません。

推定相続人の場合
「相続させる」又は
「遺贈する」と記載し
ます。

「遺贈する」とした場合
には，申請書に受遺者
として記載する必要が
あります。
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財産目録は，自書でなく，不動産（土地・建物）の登記事項証明書等を添付
する方法で作成することができますが，その場合は，その目録の全てのページに
署名押印が必要です（民法第968条第２項の要件）�。

財産目録も記載例①で確認したA4サイズ，余白，片面等の様式上のルール
を守っていただく必要があるのは同様です。

不動産の場合
所在，地番，家屋番
号等により不動産を
特定できれば，登記
事項証明書の一部分
やコピー（縮小可）を
財産目録として添付
することができます。
※別紙１は,登記情報提供
サービスを利用して印刷し
た例です。

コピーの場合は，
その内容が明確に
読み取れるように，
鮮明に写っている
ことが必要です。
鮮明に写っていない
財産目録は，相続開
始後，遺言書の内容
を証明書（遺言書情
報証明書）として発行
するときに内容が読
み取れないおそれが
あ る の で 注 意 し ま
しょう。

署名と押印
自書によらない財産
目録を添付する場合
は，その毎葉に署名
し，押印する必要が
あります。
署名は必ず自書する
必要があります。
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サマイゴン タロウ
店番号
000

○○○○口座番号

株式会社●●●銀行（銀行コード）

お取引店
○○○○支店

電話　00-0000-0000

お客さまコード
△△△△△△△

0000000

銀行の通帳やカードのコピーを財産目録として作成することができます。
銀行名，支店名，口座名義，口座番号が明確に読み取れるように，鮮明に

写っているかどうかを確認しましょう。
なお，自書によらない財産目録は本文が記載された用紙とは別の用紙で

作成される必要があり,本文と同一の用紙に自書によらない記載をすること
はできませんので注意しましょう。

銀行の通帳やカード
の場合
印字が薄い又は濃いな
どにより，銀行名や口
座番号等が読み取れな
い場合は，印刷・コピー
をやり直していただく
必要があります。

署名と押印
毎葉に署名し，押印す
る必要があります。

ページ数
財産目録を含めた遺言
書全体の枚数のうちの
何枚目かがわかるように
ページ数を記載します。
下の余白（10mm）に
かからないように注意
しましょう。

用紙について
A4サイズ で，文 字 の
判読を妨げるような地
紋，彩色等のないもの
を使用してください。
感熱紙等の長期間保存
に適さない用紙は避け
ましょう。




